
新潟県

定　　　数： 4 名

立候補者数： 4 名



氏名

都道府県士会

年齢

勤務先名称

郷　貴大

新潟県
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看護リハビリ新潟保健医療専門学
校

２０１５年　日本理学療法士協会　代議員
（～現在に至る）

２００７年　新潟県理学療法士会　理事・広報部長
２０１１年　新潟県理学療法士会　理事・事務局次長
２０１５年　新潟県理学療法士会　理事・事務局長
２０１９年　新潟県理学療法士会　理事・事務局長・副会長
（～現在に至る）

日本理学療法協会活動歴

都道府県理学療法士（協）会活動歴

氏名ふりがな ごう　たかひろ

学会連合及び同連合会員団体活動歴

　これまで新潟県理学療法士会の理事として約１８年間、日本理学療法士協会代議員とし
て約１０年間務めさせて頂きました。新潟県理学療法士会は、この間に公益社団法人とな
り県士会に求められる社会的役割も多様になって参りました。
　理学療法士の数は増え、国民・県民への理学療法士の認知度も上がってきています。し
かし、複雑な社会情勢の中で、未だ十分な理学療法を国民・県民に提供できているとは言
えないと考えております。今後、十分な理学療法を提供していくためには、県士会と協会
がより連携していく必要がある一方で、まずは協会が社会のニーズに応えていく必要があ
ります。また、それらを担保するためにも会員が安心して働ける環境の構築が必要であ
り、これにも協会・県士会の連携が欠かせません。日本理学療法士協会も様々な変革を進
め、県士会の活動をリードおよびサポートしていただいておりますが、未だ変革途中と認
識しております。
　そこで、これまでの経験を活かし、まずは協会を社会や会員のニーズに応えられる組織
にすべく、この度代議員に立候補させて頂きました。

立候補の趣旨



氏名

都道府県士会

年齢

勤務先名称

藤澤　明彦

新潟県
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かなやの里

平成２１年度～令和元年６月　県士会選挙管理委員会
令和元年６月～　新潟県理学療法士会理事
令和７年６月～　新潟県理学療法士会副会長

日本理学療法協会活動歴

都道府県理学療法士（協）会活動歴

氏名ふりがな ふじさわ　あきひこ

学会連合及び同連合会員団体活動歴

県士会理事を６年間勤め、今年度から副会長を拝命しました。
国の厚生労働政策の動向を把握した上で理学療法士の業界を
牽引している日本理学療法士協会の意思決定に参加することは、
県士会を運営する上で大変重要であると考え、この度代議員に
立候補しました。

立候補の趣旨



氏名

都道府県士会

年齢

勤務先名称

田中　健

新潟県
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桑名病院

日本理学療法士協会　代議員（２０２４年～２０２５年）

新潟県理学療法士会理事　２０１１年～現在
新潟県理学療法士会副会長　２０２５年～現在

日本理学療法協会活動歴

都道府県理学療法士（協）会活動歴

氏名ふりがな たなか　たけし

学会連合及び同連合会員団体活動歴

今回、代議員に立候補させていただきました。
新潟県での現状、病院での現状といった、現場で起こっていることを、
代議員として、協会に現場の生の声を届けたいと思います。

立候補の趣旨



氏名

都道府県士会

年齢

勤務先名称

椿　淳裕

新潟県
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新潟医療福祉大学

日本理学療法士協会　生涯学習部　部員（平成２１〜２５年）
日本理学療法士協会　資料検証小委員会　委員（平成２５〜２６年）
日本理学療法士協会　生涯学習業務執行委員会　委員（平成２７〜２８年）

日本理学療法協会活動歴

都道府県理学療法士（協）会活動歴

氏名ふりがな つばき　あつひろ

日本基礎理学療法学会評議員（２０２１年９月〜２０２５年６月）
日本循環器理学療法学会評議員（２０２１年６月〜２０２５年６月）
日本呼吸理学療法学会評議員（２０２１年７月〜２０２５年６月）

学会連合及び同連合会員団体活動歴

　社会における人口構造の変化は、医療提供体制にも大きな影響を与えています。新潟県
は、全国に先駆けて超高齢社会と人口減少に直面する「課題先進県」の一つです。豪雪地
帯や離島における理学療法資源の偏在、冬季の身体活動量低下への対策などは、日本全体
が今後直面する重要課題であると考えています。
　現在、新たな地域医療構想のもと、人口減少を前提とした広域医療体制の構築が全国的
に進められています。新潟のように人口減少が先行する地域では、すでに広域連携や機能
分化が現実の医療提供体制として進展しており、これらの現場の知見を制度設計に反映さ
せていくことが重要です。
　代議員として、現場の声を丁寧にくみ上げ、政策や制度へ届ける役割を果たしたいと考
えています。新潟における地域包括ケアの深化や多職種連携の実践を全国へ発信するとと
もに、ＩＣＴを活用した遠隔リハビリの推進や、過疎地域においても質の高い理学療法
サービスを維持できる体制の構築に貢献してまいります。
　「新潟の課題解決が日本の未来を創る」という信念のもと、理学療法士の社会的価値向
上と、県民、国民の健康寿命延伸に寄与することを目指し、代議員に立候補いたします。

立候補の趣旨
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